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つ
の

意

義

一
会
計
検
査
院
で
は
左
民
間
世

一一

-
唄
に
て
論
文
の
脂
質
募
鉛

一

一
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
替
士
新
盤
情
迦
勘
は
古
い
考
え
を
一
O
式
用
品
、
食
慌
刻
一
揃
戸
式

っ
て
御
応
拡
下
さ
い
。

目一
捨
て

与
新
し
い
生
活
を
す
る
こ

一

服
は
新
制
計
阿
申
υ

一

一
、
映
魁
補
助
金
に
関

一て
に
あ
り
ま
す
。
最
近
「
結
僻
一。
主
主
引
続
い
て
披
m
喜

四

す
る
撃
の
現
状
と
ご
一
致
指
」
が
脊
町
共
推
進
さ
れ
て
一

|

聖
人
前
、
書
(
一

一

の
警
官
統
一
来
た
己
と
は
仰
し
い
事
で
す
。
一
抗
O
N
U
と
桝
ニ
合
瓶

一
「
市

政

だ

よ

り

」

の

士

、

制
限
四
百
宇
飴
原

-一
山
代
町
に
於
て
も
や
っ
と
恐
山
一O
経
世
内
飢

一
送

H
が
変
更

K
な

b
吐

-

稿
川
紙
五
十
枚
以
内

-一
に
探
り
、
特
に
久
郎
炭
坑
に
於
ご
、
結
納
金
一
o
、
o
O
O
N
一

'
z

一

一
、
締
切
一
一
一
月
十
円

一一
て
は
刺
入
会
、
青
年
協
照
会
が
一
二
、
折
飴
ハ
四
十
人
分
u

一
1
7

-

一
、
発
表
三
月
品
川
一
日

一一強
力
に
推
進
し
、
新
臨
勢
に
卸
一
六
、
0
0
0
同
一
こ
れ
ま
で
毎
日
午
前
九
時
三

一

一
、
賞
金

一一
応
し
た
結
婚
第
一
号
が
溢
円
、
一一
一一
、
澗
(
H
U
=
一
、
七
六
O
同
一
十
五
分
か
ら
オ
分
間
、
J
o
s

-

一
席
五
万
同
一
名

一一
目
出
瓜
く
誕
生
し
ま
し
た
。
一
回
、
既

物

六

O

O

同

一
p
か
ら
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た

一

=
開
二
万
四
一
名
巴
識
に
そ
の
概
艇
を
お
知
ら
せ
し
一
託
、
木
答
引
物
ハ
一
一
十
人
分
)一

「
市
政
だ
よ
り
」

が
伊
万
車
市

一

持

お

悶

牛

純

一一
一
般
の
雲
に
致
し
た
い
と
忠
一

一
一
、
G
o
o
-

は

今

賢

官

会

制

日

高

-

一

1
。

一六
、
調
四
升
『
一
、
o
=
0
同
一
日
に
限
り
欽
逸
さ
れ
る
と
と
に

，

一
、
送
り
先

・
一

一

一

同

-一A
V
M

朝
所
久
原
炭
坑
保
有
国
一

b
、
品
川
一
、
0
0
0
悶
一変
直
吉
れ
ま
し
た
。

一

東
京
都
千
代
間
区

・一

B

I
I
l
lit
-
-
h
!
I
l
l
-
i
i
h
i
l
l

-

飽
ケ
関
三
ノ
四

=}li
l
i
-
-
i
l
l
i
t
--lli
l
t
-
t
i
t
i
l
-
-
-

山一第
二
条
(
結
納
J

一
4
媒
酌
人
は
結
蹄
式
の
関
、
婚
4
8
当
郡
岩
は
接
回
答
が
時
間
励

会
計
検
査
院
事
務
総

・
一

一

一

-

長
官
房
産
相
制
改
善
際
宛

一一
1
一
盤
固
め
は
湖
一
升
一
肴
と
一

矧
屈
を
作
成
し
組
出
る
こ
と
一

行
出
来
る
よ
う
注
意
す
る

f
i
l
i
-
-SI
ll
i
-
-L
一

し
、
な
る
べ
く
金
納
と
す
る
一第
四
条

ハ

披

露

ぱ

一

第
一血
条
戸
調
度
品
〉

一

一

一

1
制
度
品
は
必
附
品
の
み
に
止

@

実

施

上

注

意

す

べ

き

点

一
品
川
は
い
切
れ
れ
M
4
2
1
時
間
月
、
一
日
日
当
日
十
円
刊
に
立
た
な
い
よ
う

一
、

万

事

納

得

の

上

で

一

鯛
と
す
る
。

一

時

間

以

内

と

す

る

一

2
衣
接
見
せ
、
道
共
円
程
は
会

一
3
阪
方
自
返
礼
は
路
止
す
る

一
2
剛
己
主
は
当
革
者
の
知
己
を
一

路
す
る

お
互
い
町
山
民
生
活
を
見
つ
め
一
ら
な
い
。
命
令
に
さ
ゐ
場
合
は
一第
三
条
ハ
結
婚
式
J

一

云
い
、
両
親
の
知
り
合
い
得
一第
六
条
ハ
一
=
つ
回
初
歩
主
)

共
同
の
利
樹
回
目
上
に
立
っ
て
盛
一
一
時
的
御
座
な
り
式
に
終
る
成
一

1
結
蹄
式
は
出
合
祝
儀
と
し
、

一

は

対

象

と

し

な

い

一

1
=
一
つ
目
初
歩
き
は
新
夫
婦
白

り
上
げ
ら
れ
た
所
郎
、
飽

〈

起

一

れ

が

多

い

。

一

穆

列
者
は
近
親
者
の
み
と
す
一
3
m
H
年
客
円
友
達
別
れ
u
を
路
一
み
と
す
る

民
主
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
一

一

る

一

と
し
、
て
位
置
と
し
て
支
部
長
一
2
三
つ
目
初
歩
き
の
土
産
物
は

一

J

一

i

{

一
会
隠
す
る

二
、

地

に

つ

い

た

運

動

を

一
2
式
服
は

F
別
ー
を
避
什
有
合
せ
一

を
惑
列
さ
せ
る

一第
七
条
ハ
推
進
方
法
)

余
白り
荷
巡
な
行
き
過
ぎ
た
連
動
一
で
な
け
れ
ば
な
h
な
い
。
小
さ
一

又
は
貸
衣
装
得
ー
を
利
則
す
る
一
4
木
笹
田
敬
一
は
最
小
限
度
に
止
一
1
食
部
誌
に
結
時
間
改
将
推
進
委

は
却
っ
て
失
敗
の
も
と
で
あ
る
一
な
こ
と
で
も
身
近
か
な
然
も
央
丁

i
l
l
-
-
Il
l
i-
--
-
品
、
輔
副
一

長

官

般

け
、
木
制
約
の
指

実
生
活
に
即
応
し
た
無
理
の
な
一
行
可
能
な
こ
と
か
ら
始
め
る
の
一

山

代

町

の

改

善

第

一
号

結

締

式

は
潤
を
合
一

部
徹
底
に
当
ゐ

い
辺
助
、
つ
ま
り
運
動
即
生
活
一
が
効
果
的
で
あ
る
。

一

1
1
Z
E
B
-
-e
az
ag
Z
E
E
-
7
J川一向
7
推
進
委
口
に
は
区
長
、
分
銅

一

之

容

-m歯
周
担
割

FFLE
組
喫

4

・5
t一
語

人
会
支
部
長
、
汗
年
凶

=
一、

一

時

的

で

は

不

可

一
…
一
続

園

調

型

掃

思

壊

判

凶

し
、
木
版
一
支
部
長
壬
町
他
を
以
て
之
に

制

令

室

、

一
時
の
思
い
つ
き
否
両
慌
で

2
、
失

敗

の

喜
一
昨

r幽
揖
璽
開
演
d
L

A

盛
付
は
全
一
当
て
る

で
は
い
け
な
い
。
お
互
い
の
協
一
は
再
出
動
窓
総
を
型
c
、
往
々
抽
叫
一一

聞

圃
圃
瞳

圃

唱

守

震

は

L

町

田

路
し
、
引
一
3
媒
酌
人
叉
は
当
申
書
一
は
締
約

カ
と
忍
耐
に
よ
っ
て
話
さ
れ
一必
の
き
え
泣
き
起
す
と
と
が
一

E
E咽
娼

酬

脚

(
ー
》

早

物
は
商
問
一
成
立
す
れ
ば
童
書
口
に
述

一

一

押

p
hF動
向
朔

I

LEar
'
鳳

一

絡
し
、
木
視
容
の
興
行
に
つ

ね
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
一
時
一
多
い
υ

一
内

陸

1

6

ぺ
J

明

以
下
回
開
一

き
凱
寵
す
る
。

の
思
い
つ
き
な
ら
や
ら
な
い
方

一

一

「

輔

副

g
叙

j

J

t
記
念

7
払

r員
長

田

に

つ

一
刊
、
，

一

難

聞

咽

町

註

!

ι

却

門
山
湿
度
と
一
君
主
虫
館
に
連
絡
す
る

@

取

り

上

げ

に

い

事

項

一
一
↓

同

翻

闘

い

ー

す

る

一

5
公
民
船
木
鮪
は
三
ヶ
月
に
一

一

一

感

錨

鼠

臨

掴

一

叩

げ

・

同

5
知
己
及
び
一
岡
山
出
皮
の
推
進
餐
民
会
会
向

一
、
迷
信
阜
、
因
慢
に
よ
る
戚
礼
一
四
、
台

所

喜

(

広

く

食

生

活

一

顧

幽

圏

題

マ

h

ぃ一
F

耐

近
所
披
四
一
き
実
行
に
対
す
る
的
報
交
換

廃

止

一

喜

吉

一

3
4
d瞬
Lr

四

申

霊

は

一

翼

裂

を

し

、

罰

推

進

二
、
冠
締
都
祭
の
冗
挫
節
約

一五
、

時

間

励

行

一

例

齢
齢
・
閉

-/γ
長

時

沼
を
含
め
一

に
万
全
世
担
，

三

、

衣

料

の

間

紫

化

一

声

、

貯

帯

。

地

進

一

四

i

u

一
副
闘
m
J

i
一

転

ハ

即

て
=
一自主一

6
他
市
町
村
と
の
節
約
的
場
合

一
円

-1
戸
幽
・
・
圃
F

九
三

d
e
E

ゆ

町

町

一

主
会
民
館
長
を
迎
じ
協
力
を

I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

一

7
j自
a圃型
、

uzこ
+

山
代

町

久

原

炭

坑

で

挙

式

一
一泊
知
ザ

せ

…

新
し
い
年
に
新
し
い
設
計
を
!

推
し
進
め
よ
う

昨
年
政
府
に
於
て
「
祈
生
活
迎
助
」
が
拠
旧
宮
れ
て
か
ら
、
全
開
孫
々
浦
ゐ
に
歪
る
ま

で
広
く
却
制
立
伝
さ
れ
、
今
や
附
和
三
十
一
年
肢
の
一
大
国
民
巡
制
と
し
て
大
君
く
取

り
上
げ
ら
れ
つ
λ
あ
る
o

こ
れ
ま
で
も
「
生
活
政
軒
」
白
名
聞
で
、
こ
何
回
の
巡
動
は

皮
々
繰
返
さ
れ
た
が
、
時
期
を
泊
害
れ
ば
掛
叩
世
田
よ
う
に
忘
わ
ら
れ
、
只
一
時
の
行
事

に
温
き
な
い
傾
向
が
争
か
っ
た
。
磁
に
政
め
て
「
新
生
活
遮
動
」
を
取
り
上
げ
、
全
市

民
の
自
覚
と
こ
わ
が
強
力
な
る
推
進
を
切
出
唱
し
た
い
。

@ 一
、
国

家

的

要

請

か

ら

敗
戦
に
よ
り
領
土
の
四
制
定
一
ら
ず
、
昨
今
好
転
し
た
と
は
去

分
を
失
っ
た
と
、
人
口
は
年
々
一
ぇ
、
こ
れ
は
俗
に
出
血
輸
出
と

百
万
も
憎
え
、
必
照
品
た
る
食
一
云
わ
れ
る
も
の
で
、
京
の
出
超

樹
さ
え
件
関
よ
り
の
輸
入
に
符
↑
と
は
一
買
い
得
な
い
。
現
し
て
多

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
羽
一
額
の
賠
償
支
払
に
辿
ら
れ
て
い

在
の
日
本
の
姿
で
あ
る
。
一
る
現
在
の
目
木
は
、
そ
れ
こ
そ

国
的
は
工
策
立
回
世
迎
命
づ
け
一
緊
側
一
帯
、
全
国
民
の
自
覚
と

ら
れ
て
は
い
る
が
、
家
内
工
熊
一
奮
起
目
下
、
物
心
両
聞
に
亘
り

や
叉
旧
式
な
機
械
殴
側
で
は
国
一
一
大
前
進
が
嬰
附
さ
れ
て
い
る

際
貿
易
り
伸
長
も
怒
り
如
く
な

一

一

、

人

間

性

の

自

覚

か

ら

人
間
目
生
活
も
旧
い
習
慣
と

そ
の
土
地
の
し
き
た
り
白
み
に

制
約
さ
れ
終
始
し
て
い
て
は
味

も
な
け
れ
ば
紫
し
み
も
な
い
。

人
生
に
徹
し
民
主
主
践
に
よ
る

人
間
性
心
自
覚
か
ら
、
そ
の
日

そ
り
円
四
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

(
享
楽
)
す
る
希
望
、
と
快
楽
に

満
ち
た
生
活
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
戦
後
民
主
主
磁
え
の
切

替
え
か
ら
凡
ゆ
る
制
度
は
勿
論

思
想
方
面
に
も
一
大
阪
換
を
見

術
ア
メ
リ
カ
を
始
め
先
込
雨
よ

り
の
女
間
同
市
入
に
よ
っ
て
、
お

互
い
の
生
荷
も
一
大
飛
蹴
を
し

た
が
、

一
足
飛
び
の
た
め
却
っ

て
酔
笛
も
争
く
、
従
っ
て
地
に

つ
か
な
い
而
も
多
い
。

「
製
は
自
分
の
甲
に
似
た
穴
を

掘
る
」
と
云
わ
れ
て
い
る
、
日

本
の
現
状
と
又
そ
こ
に
置
か
れ

て
い
る
お
瓦
い
由
契
怖
を
よ
く

凡
極
め
て
、
析
し
い
制
時
と
観

点
か
ら
新
に
-
h
F
1
ト
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い。

三
、
新
市
の
性
格
、

こ
れ
は
一
般
的
軒
以
で
は
な
一
に
は
新
し
い
生
活
態
勢
で
」
と

い
が
、
=
町
七
ケ
村
合
併
の
抱
一
い
う
全
市
民
の
自
此
と
協
力
が

官
及
び
八
万
=
千
市
民
の
斉
し
一肝
腎
で
あ
る
。

く
望
む
抑
制
四
と
倫
「
析
し
い
市
一

構
想
か
ら

衆
議

院

地

方

行

政

委

員

一
行

財

政

事

情

調
査
で
来
所

球
部
院
地
方
行
政
要
以
自
由

民
主
党
森
泊
、
音
田
京
延
、
討

会
党
川
村
継
袋
、
加
賀

m巡
の

四
氏
敢
に
答
ハ
H
会
専
門
H
H

一
行

六
名
は
十
八
円
相
役
附
を
諜
勧

地
方
行
政
事
仰
を
訓
読
し
た
。

と
れ
は
地
方
行
政
問
雌
が
今
悶

会
に
於
け
る
祖
桜
案
件
の
一
つ

と
な
る
の
で
地
方
公
共
団
体
申

挺
磁
を
制
査
す
る
の
が
目
的
で

制
設
問
怨
は
佐
賀
県
で
は
県
と

佐
氏
、
伊
万
里
町
岡
市
主
な
っ

て
い
る
。

射
撃
場
指
定
鋭
則
の
制
定
に

つ
い
て
か
知
ら
せ

躍起醒謹盤拡甑藍覇

第
一
分
間
第
三
部

照
氏
他
一
O
名

=
、
永一
年
働
総
者
と
し
て

状
を
附
ら
れ
た
者

第
=
分
間
第
軍
部
カ

雄
氏
他
一
O
四
名

。
佐
賀
県
消
防
協
会
賞

一
、
無
火
災
分
聞
と
し
て
表

さ
れ
た
も
の

三
ヶ
年
第
四
分
間
(
大
川

町
〉
及
び
第
六
分
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ハ
彼

砂
町
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=
、
間
勤
窃
を
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与
さ
れ
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第
六
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五
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各

町

で

挙

行

新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式

大
雪
を
つ
い
て
分
列
式
挙
行

昭
和
三
十
一
年
度
伊
万
車
市
一機
械
時
具
申
点
検
、
ポ
ン
プ
故

消
防
出
初
式
は
一
月
四
日
第
十
一
に
梯
子
悌
法
、
次
い
で
一
斉
抽

分
間
ハ
=
旦
町
)
を
皮
切
り
に
一
水
を
行
い
、
終
了
後
橋
口
市
t

十
六
円
相
官
浦
分
聞
を
限
り
と
し
一凶
凶
の
下
に
分
列
式
を
移
行

て
新
訴
の
荻
誰
版

-
:
市
内
九
一
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最
後
に
隊
形
を
鮭
え
出
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町
に
亙
る
出
初
式
の
都
世
閉
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一
を
行
い
、
万
識
を
=
罰
則
解
散
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。
と
?
わ
け
旧
伊
万
皿
地
区
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筒
、
木
山
初
式
に
於
け

分
団
で
は
近
年
稀
な
大
引
J
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--一被
衷
齢
者
左
犯
の
泊
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降
り
し
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る
恕
天
候
を
つ
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一
O
橋
口
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長
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九
日
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八
時
三
十
分
立
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一
一
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優
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団
員
と

絹
路
上
で
閣
閉
式
脅
挙
行
、
紘
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吉
れ
た
若

い
て
市
中
行
進
に
移
句
木
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、
肌
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除
町
を
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伊
万
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小
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学
校
に
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、
全
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校
陛
に
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、
ヲ
ツ
パ
吹
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に
同
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例
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を
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黙
叩
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ず
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十
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。
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自
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。
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計
一
四
九
六
名
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男
七
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女
七
四
一
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〉
で
あ
っ
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。

令
町
で
は
市
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育
委
民
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裁
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各
町
会
民
的
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主
備
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鹿
大
な
式

典
と
恕
義
あ
る
背
年
祭
を
移
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精
製
あ
る
前
途
を
秘
結
し
た
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